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吉
永
登
著

頒
価
送
料

大
浜
厳
比
古
著

上
製
本
頒
価
送
料

市
市
原
町
九
一

O
l八
O

大

地

一

四
ニ

の
ア
ク
セ
ン
ト

点
付
和
訓
集
成
』
〉

四
章
第
一
節
目
明
参
照
。

点

を

中

心

に

」

(
沼
〉
川
端
氏
『
活
用
の
研
究
E
』
第
二

(
日
)
『
邦
訳
日
葡
辞
書
』
に
よ
る
。

(
ぬ
〉
注
ハ
ロ
)
論
文
参
照
。

(
乱
)
望
月
氏
注
(

M

)

論
文
。

(n〉
注
(
包
)
に
同
じ
。

(
お
)
寓
葉
山
公
認
。

.
3

(μ
〉
山
口
氏
「
形
容
調
の
成
立
」
国
語
と
国
文
学
印
1
9
(
H
S
A
P
-
3
、

同
注
(

9

)

論
文
。

(
お
)
工
勝
力
男
氏
「
古
代
形
容
詞
の
形
成
に
関
す
る
一
つ
の
問
題

ミ

ノ

エ

と

ス

ミ

ヨ

シ

を

め

ぐ

っ

て

卯

(
H
c
a
-
H
N
)

昭
和
三
十

葉
そ
の
異
伝
発
生
を
め
ぐ
っ
て

A
5
判

上
製
本

関
西
大
学
国

吉
永
山

古

稀

上
代
文

A
5
判

上
製
本

送頒
料価

ス

L-

終
り
に
、
こ
れ
ま
で
ク
金
田
一
法
則
。
の
例
外
云
々
と
述
べ
て
き
た
が
、
実

際
の
と
こ
ろ
ア
ク
セ
ン
ト
に
つ
い
て
は
未
だ
必
ず
し
も
よ
く
知
る
と
こ
ろ
で
は

葉

A
5
判

な
く
、

ク
金
田
一
法
則
。
に
し
て

に
つ
い
て
考
え
る
必
要
に
迫
ら
れ

て
取
り
組
ん
だ
も
の
で
あ
っ
て
、

り
を
お
か
し
て
い
な
い
か
と
恐
れ
る
。
よ

T 
601-11 

京
都
市
左
京
区

ろ
し
く
御
批
正
賜
わ
る
な
ら
ば
幸
い
で
あ
る
。

申
込
先

親
和
女
子
大
学
助
教
授

二

、

五

円

二
五

O
円

四
、
五

O
O円

二
五

O
円



の
立lC.
日

ヤ

• 
ワイ

・
ウ
の

合

一

-
長
歌
・
旋
頭
歌
を
大
き
く
二
つ
の

グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
な
が
め
る
必
要
の
あ
る
こ
と
を
以
前
述
べ
た
。

高
葉
集
の
字
余
り
を
考
え
る
際
、

同
グ
ル
ー
プ

短
歌
第
一

-
三
・
五
旬
、
長
歌
五
音
句
・
結
旬
、
旋
頭
歌

第

-
三
・
四
・
六
句

制
グ
ル
ー
プ

ニ
・
四
旬
、
長
歌
七
音
句
、

ニ
・
王
句

同
グ
ル
ー
プ
は
句
中
に
単
独
の
母
音
音
節
(
ア
・
イ
・
ウ
・
ォ
。
以
下
、
単

独
母
音
と
称
す
〉
を
含
む
と
ほ
と
ん
ど
の
例
が
字
余
り
と
な
り
、

ωグ
ル
ー
プ

は
字
余
り
・
非
字
余
り
に
分
か
れ
、
む
し
ろ
非
字
余
り
の
方
が
多
い
と
い
う
も

の
で
あ
る
。

き
て
、

佐
竹
昭
広
氏
が
字
余
り
の
法
則
を
示
さ
れ
た
が
、

そ
の
第
一
則
は

「
句
中
に
単
独
の
母
音
音
節
(
エ
を
除
く
〉
を
含
有
す
る
時
は
そ
の
字
余
り
は

え
な
い
。
而
し
て
こ
の

に
は
五
音
を
七
音
に
、
七
音
を
九
音
に
し
た

高
葉
集
ヤ
・
ワ
行
の
音
戸

虫円

毛

利

正

字
余
り
が
あ
る
が
、

此
の
場
合

五 T は
句部 E

、ーノ 庁、 ・歯青

ゃ 例低
「は限

雲34-
奈どとを
何Eえ必
将晶ば要
レ b し
L: ...， ι， 
Eむ等とす

波はる
婆ぽ」
伊いと
L 、
巴う
も
の
で
あ
ザコ

Tこ

こ
の
法
則
の

(
日
・
三
六
八
九
、

申
ち
も
島
は
む
と
い
ふ

(
3
・
二
八
五
、
五
句
)
、
「
後
毛
将
レ
相
云
」
(
日
・
二
七
五
六
、

.

と

り

あ

げ

ま

へ

に

指

き

「
等
利
安
宜
麻
敵
爾
於
吉
」

第

五麗筆
、三生士会
...， -'ア坤り
毘ヨ < Iζ_t. 、，ノ
2ポミる L. 、

牛ーし/ヘ
乃。 3
海i
L. • 

つ八
.四

第
二
句
)
、

第-， /"""¥ 
一名~ 18 
¥ 省担.

3 甑E四
な諮=
毛虫、元
あ 3

る2白
/¥ 
O 

第
二
句
)
、

三
二
八
、

と
こ
ろ
で
、

者

み

剖

〈

い

て

い

ふ

玉
敷
か
ず
伎
美
我
久
伊
豆
伊
布
堀
江
に
は

て
て

て
通
は

む
〈
日
・
四

O
五
七
)

曹

み

が

〈

い

τ
い

品

右
の
第
二
句
「
伎
美
我
久
伊
豆
伊
布
」

イ
を
二
つ

は
、
句
中
に

合
み
、

八
も
じ
で
あ
る
。
ど
ち
ら
か
の
イ
が
字
余
り
を
生
じ
、
も
う
一
方
は
そ

れ
に
関
与
し
て
い
な
い
と
云
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
場
合
、
前
の
イ
で
は
な
く
、
後
の
イ
の
と
こ
ろ
で
字
余
り
を
生
じ
て
い

四
三



ヤ
・
ワ
行
の
音
声

四
回

る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
も
そ
も
句
中

二
つ
含
み
、
そ
の
句
。
か
、

L 、。

的
五
も
じ
・
七
も
じ
の
ま
ま
、
伸
一
も
じ
の
余
り
、
的
ニ
も
じ
の
余
り
と
な
る

な こ
と
に
つ
い
て
、
そ
の
よ
う
に
分
か
れ
る
に
は
、
そ
れ
相
応
の
理
由
及
び
そ
う

の
み
ら
れ
る
こ
と
を
す
で
に
別
に
説
い
た
が
、

ー
ー

い
ま
の
場
合
、
後
の

「
伎
美
我
久
伊
豆
伊
和
」

の
「
悔
い
(
て
ど
は
上
ニ

「
悔
ゆ
」

イ
が
字
余
り
に
な
る
の
は
、

ωグ
ル
ー
プ

(
短
歌
第
二
・
四
旬
、

長
歌
七
音

の
連
用
形
で
あ
る
。

ヤ
行
に
活
用
す
る
。

ウ
も
そ
う
で
あ
る
が
、

イ
や
ウ
が
活

旬
、
旋
頭
歌
第
二
・
五
句
)
で
、

。
五
音
節
め
の
第
二
モ

1
ラ
。
以
下
に
単
独

用
語
尾
と
し
て
用
い
ら
れ
る

は
い
ず
れ
も
イ
は
ヤ
行
に
、

ウ
は
ワ
行
に
活

母
音
が

る
と
法
則
的
に
字
余
り
を
生
じ
る
、

と
い
う
範
囲
に
含
ま
れ
る

用
し
、

か
ら
で
あ
る
。
そ
の
用
例
を
い
く
つ
か
示
せ
ば
、

か

岬

り

た

ち

よ

り

串

ひ

可
気
多
知
与
里
安
比
(
日
・
三
六
五
八
、
第
二
句
〉

ひ

と

白

書

と

に

指

き

比
登
乃
左
万
爾
於
吉

(
M
・
一
ニ
五
七
一
、
第
二
句
)

あ
そ
ぶ
ζ

申
い
け
巳

遊
此
池
爾

(
4
・
七
一
一
、
第
二
句
〉

ま

つ

と

な

が

い

は

ぽ

麻
都
等
奈
我
伊
波
婆

(
M
・
三
四
三
三
、
第
四
句
)

か
み
ぞ
っ
〈
と
い
ふ

神
曽
著
常
云
ハ
2
・一

O
一
、
第
四
句
)

z
mは
る
申
島
地
に

此
春
之
雨
爾

(
8
・
一
四
四
四
、
第
四
句
)

串

ら

は

L

で

あ

れ

ば

安
良
波
之
豆
安
礼
婆
〈
日
・
四

O
九
四
、
長
歌
七
音
句
)

と
ζ

ゐ

ふ

り

お

こ

し

情
布
里
於
許
之
(
口
・
三
九
六
二
、
長
歌
七
音
句
)

ふ

な

き

き

る

と

い

ふ

船
木
伎
流
等
伊
布
(
口
・
四

O
ニ
六
、
旋

悔〈
イ ア
行

老おに
イ活
用
臥こす
イる
も

萌もの
イは
な

凍こい
イ。

た
報?と
イえ
tま

(
す
べ
て
ヤ
行
上
二
段
活

ウ用
/¥ 

4出:;J民 ー寸

す空
L. 

唾〈は
γ 普

居す通
ウは
下

段
¥/ 
¥J  

(
す
べ
て
ワ
行
下
二
段
活
用
〉

の
ご
と
き
が
そ
の
例
で
あ
る
。

こ
れ
ら
ヤ
・
ワ
行
の
活
用
語
尾
イ
・
ウ
の
う

ち、

に
用
例
が
み
ら
れ
る
の
は
悔
イ
・
老
イ
・
臥
イ
・
萌
イ
・
植
ウ

で
あ
る
。
似
グ
ル
ー
プ
で
こ
れ
ら
の
例
を
な
が
め
て
み
る
と
、

い
ず
れ
も
字
余

り
を
生
じ
な
い
と
い
う
共
通
の
特
色
が
見
出
せ
る
。

ua
い
し
た
い
で

τ

ω老
舌
出
市

(
4
・
七
六
回
、
館
二
句

〈
句
中
イ
ニ
つ
、
七
も
じ
〉
)

な
陪
や
お
い
な
む

ω尚
哉
将
レ
一
老

(
7
・
一
三
四
九
、

第
二
句
〈
句
中
オ
・
イ
を
含
み
、

七

ヤ

(4) (3) 
伎き老まも
美み繭にじ
我が来2》
久〈鴨t
伊い(
豆τ12
伊ぃ
布ふ二
(九
18 二
ノ、
四、

O 
五
七

第
二
句
〉

ニ
句
〉

の
如
く
で
あ
る
(
か
か
る
例
を
集
中
二
四
一
例

に
よ
る
〉
み
る
)
。

前
の
イ
(
キ
ミ
ガ
ク
イ
テ
の
イ
〉
は
ヤ
行
の
イ
で
あ
る
が
、
本

で
は
、

第
二
句

〈
句
中
イ
二
つ
、

/¥ 

行
の
イ
、
及
び
ワ
行
の
ウ
に
つ
い
て
い
さ
さ
か
考
え
る
と
こ
ろ
を
述
べ
て
み
た

も
じ
〉
)



長
歌
七
音
句
〉

こ
い
ま
る
ぴ

別
展
転

(
3
・
四
七
五
、

佐
仲
酌

(
5
・
八
九
七
、
長
歌
五
音
句
〈
句
中
イ
・
ア
を
含
み
、

五
音
句
)

(9) (8) (7) (6) (5) 
意ぉ登と等と宇ぅ吾主
伊ぃ許こ許こ知ち反己
豆づ爾に爾に許=側宇
久〈己こ許=伊ぃ乎を
安島伊ぃ伊ぃ布ふ(
我が布ふ布ふ志t..12 
未み之L 之L 提τ ・
r-、，..-，〆ー、/ー、.
19 17 17 5 九

四
四三三八七
二九九八
一→ノ、ノ、ノ¥
O 九二

〈
或
本
〉
第
四
句
)

• 

六
も
じ
〉
〉

相

い

も

せ

ず

仙

w者
不
レ
為

(
9
・

州問一応側び〈
9
・
一
七
四

O
、

こ
い
ま
ろ
び

的
反
側

(
9
・
一
七
八

O
、

こ
い
ま
る
ぴ

伸
展
転
(
日
・
三
三
二
六
、

持
い
ぴ
と
を

帥
老
人
由
民
(
日
・
三
七
九
一
、

相
い
は
て
白

U
W番
長
奴
(
凶
・
三
八
八
五
、

指
い
び
と
も

制
老
人
毛
(
日
・
四

O
九
四
、

〈

い

に

は

あ

り

と

い

へ

帥
悔
二
破
有
跡
五
十
戸

(
4
・
六
七
四
、

一
七
四

O
、
長
歌
五
音
句
〉

長
歌
七
音
句
)

長
歌
七
音
句
)

長
歌
七
音
句

〈
句
中
イ
・
ア
を

長
歌
五
音
句
〉

含
み
、
七
も
じ
〉
)

ひ

こ

え

も

い

つ

つ

帥
孫
枝
毛
伊
都
追
(
凶
・
四
一
一
一
、
長
歌
七
音
句
〉

-
ζ

い
ふ
し

許
伊
臥
(
日
・
四
二
一
四
、

長
歌
五
音
句
)

長
歌
五
音
句
)

長
歌
七
音
句
〉

長
歌
五
音
句
〉

か
か
る
例
が
こ
の
よ
う
に
字
余
り
に
な
ら
な
い
の
は
は
た
し
て
偶
然
の
結
果

長
歌
五
音
句
)

で
あ
ろ
う
か
。

し
か
も
こ
れ
は

ωグ
ル
ー
プ
ば
か
り
で
な
く
、
句
中
に

長
歌
五
音
句
)

音
を
含
む
と
ほ
と
ん
ど
の
例
が
字
余
り
に
な
る
同
グ
ル
ー
プ

(
短
歌
第
一

第
五
句

〈
句
中
イ
・
ア
・
イ
を

三
・
五
旬
、
長
歌
五
音
句
・
結
旬
、

一
-
三
・
四
・
六
句
)
に
お
い

M ~カ
老台後2含
人1悔ふみ
こに在存
四t..，..-，り
手τ11
，..-， 
11 二

二八
五六
/¥、

九
も
じ
〉
)

て
さ
え
、
同
じ
く
い
ず
れ
も
字
余
り
を
き
た
し
て
い
な
い
。

=
い
ま
る
ぴ

ω展
転
(
叩
・
二
二
七
回
、
第
一
句
)

ひ

と

り

う

う

る

ω比
等
能
宇
ミ
流
(
日
・
三
七
四
六
、
第
一
句
〈
句
中
ウ
を
二
つ
含
み
、

第
五
句
)

第
五
句
)

右
の
う
ち
、

一一• 
一一一

し
て
お
き
た
い
。

ω
の

お

い

に

て

あ

る

的
の
「
老
爾
豆
阿
留
」
は
ア
の
所
で
字
余
り
を
生
じ

〈

い

に

は

あ

り

と

い

へ

「
悔
二
破
有
跡
五
十
戸
」

「
比
等
能
宇
ミ
流
」

は
前

六
も
じ
〉
)
(
4
・
五
五
九
、
第
三
句
)

ての
L 、ゥ
るの
と所
みで
て字
よ余
L 、?り
0'-'を

M 
の

は.

を
三
つ
含

μ) 
老ま

白レ血 Iぴ

老t老t乏;
〆"""¥ ，..-， 
12 11 6 

2実5
三九二

四

第

句
'-/ 

む
け
れ
ど
も
、
十
も
じ
で
は
な
く
九
も
じ
で
あ
る
。

こ
れ
は
ア
リ
の
ア
と
イ
へ

ハ
8
〉

の
イ
の
と
こ
ろ
で
字
余
り
を
生
じ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
仰
の
「
位

包

テ

ノ

三
句
)

三
句
〉

悔
在
」

に
つ
い
て
、

『
高
葉
集
注
釈
』
は
、
「
『
大
成
』

tま

寓
葉
集
ヤ
・
ワ
行
の
音
声

四
五



-
ワ
行
の
音
声

四
六

ヨ

ア

タ

イ

品

ハ

ア

リ

ト

イ

ム

司

社
、
悔
ニ
破
有
跡
五
十
戸
』

ア
リ
と
訓
む
と
単
独
母
音
の
二
つ
あ
る
七
音
に
な
り
、
結
句
の
例
に

(
四
・
六
七
四
)
に
よ
っ
て
ノ
チ
グ
イ
ニ
ア
リ
と

一ー一

あ
る
が
、

そ
む
く
の
で
、

『
在
』
を
ケ
リ
と
訓
ん
だ
例
合
一
三
八
三
〉
に
よ
り
ノ
チ
ニ
ク

句
中
に
ヤ
・
ワ
行
の
イ
・
ウ
を
含
む
諸
例
の
す
べ
て
が
字
余
り
を
み
な
い
の

イ
ニ
ケ
リ
と
イ
の
音
の
あ
る
八
音
に
訓
む
べ
き
で
あ
ら
う
」
と
し
た
。

ケ
リ
の

tヱ

ヤ
・
ワ
行
の

ユ
・
ヱ
が
集
中
字
余
り
に
な
る
こ
と
は
け
っ
し
て

行
の
イ
に
対
す
る
注
目
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。

渇
ソ

h
y
在
」
(
桜
楓
社
刊
の
ほ
か
、
全
註
釈
、
私
注
、
及
び
こ
の
句
は
、

の
発
仁3

の
中

は
JEのま
議?だ
主ヤ

な
い
と
い
う
事
実
と
見
合
っ
て
い
る
。

訓
み
は
採
用
し
て
よ
い
と
考
え
ら
れ
る
も
の
の
、

や
は
り

ユ
・
ヱ
の
例
は
た
と
え
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。

た

は

う

阜

ま

さ

ず

ω田
者
宇
恵
麻
佐
受
(
日
・
=
一
七
四
六
、
第
二
句
)

な

で

し

こ

う

皐

L

ω奈
泥
之
故
宇
恵
之
(
同
・
四

O
七
O
、
第
二
句
)

う

晶

た

ら

ぽ

ω宇
恵
多
良
聾
(
口
・
一
二
九
一

O
、
第
三
句
)

や

ど

に

す

晶

ω崖
戸
商
須
恵
(
日
・
四
一
五
五
、
第
三
句
)

担
ゆ
る
ま
で

肪
至
レ
番

(
4
・
五
六
三
、
第
三
句
)

な

き

て

己

ゆ

な

世

紛
奈
伎
豆
故
由
奈
理
(
初
・
四
三

O
五
、
第
四
句
〉

的
伊
勢
和
ル
断
中
悶
h
w
(
U
・
一
三
ニ
六
五
、
第
四
句
)

川
例
都
府
弔
綜

(
3
・
四
三
七
、
第
四
句
)

仙
切
断
同
酔
税
静
砕
(
叩
・
一
八
三
五
、
第
四
句
〉

帥
帥
吋
弔
恥
(
日
・
二
五
二
八
、
第
四
句
)

お
ゆ
ら
く
を
し
も

付
老
落
惜
文
(
日
・
三
二
四
六
、
第
五
句
)

す

ゑ

し

た

ね

か

ら

ω須
恵
之
多
繭
可
良
(
日
・
三
七
六
一
、
第
五
句
)

け

ふ

か

と

ゆ

ら

む

帥
今
日
香
越
等
六

(
1
・
四
三
、
第
五
句
)

日
本
古
典
集
成
木
が

こ
の
訓
み
を
と
る
。
な
お
、
塙
・
小
学
館
本
は
ノ
チ
ノ
グ
イ
ア
リ
、
岩
波
大
系

本
は
ノ
チ
グ
イ
ニ
ア
リ
と
訓
む
〉

と
七
も
じ
で
訓
む
の
が
相
応
し
い
で
あ
ろ

う
ほ
と
ん
ど
の
例
が
字
余
り
に
な
る
刷
グ
ル
ー
プ
の
中
に
あ
っ
て
、
以
上
の
ご

と
く
、

ヤ
・
ワ
行
の
イ
・
ウ
が
字
余
り
を
生
じ
な
い
の
は
注
目
に
値
す
る
。
結

局、

こ
の
イ
・
ウ
は
集
中
ま
っ
た
く
字
余
り
を
生
じ
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。

言
及
し
、

木
下
正
俊
氏
は
、
寓
葉
集
と
共
に
、
古
今
集
の
字
余
り
の
様
相
に
つ
い
て
も

「
果
て
の
う
け
れ
ば
」
な
ど
の
「
憂
」
、
「
老
い
ぬ

「
身
を
う
し
と
」

れ
ば
」

「
老
い
か
く
る
や
と
」
な
ど
の
「
老
い
」
が
句
中
に
あ
る
と
き
に
は
け

っ
し
て
字
余
り
に
な
ら
な
い
こ
と
を
指
摘
し
、
特
に
「
老
い
」
を
含
む
よ
う
な

例
は
他
の
ヤ
行
上
二
段
活
用
動
詞
等
か
ら
説
明
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
と

の
見
解
を
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
卓
見
と
い
う
べ
き
で
、

も
こ
の
考
え
と
共

通
の

に
た
と
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

(
2
・
二
一

O
、
長
歌
七
音
句
)



推
定
さ
れ
る
音
と
し
て
、

ヤ
行
の
イ
は
品
、

ワ
行
の
ウ
は

m
で
あ
る
。
と
こ

(

2

)

 

か
も
な
お
、

こ
の
ヤ
・
ワ
行
の
イ
・
ウ
に
関
し
て
、

「
一
方
か
ら
考
へ
る
と
、

短歌
非宇-/"，

余

りり

一 第
ー

9.7%90.3%句
L. ーーー・
/、ー l

ー ー 第

o 1 ~ 
72. 8%127. 2%句
一
jJ 第
四一一

8.4Z91.6%句

五.. 
/、/¥
七四

75.09ii'125.0%句 l

七
一四第
八五五
4.7%195.3%句

ろ
が
、
上
代
文
献
に
用
い
ら
れ
た
高
葉
仮
名
の
状
況
に
よ
っ
て
、
当
時
す
で
に

ア
行
の
イ
と
ヤ
行
の
イ
、

ア
行
の
ウ
と
ワ
行
の
ウ
は
区
別
が
な
か
っ
た
で
あ
ろし

は
そ
の
こ
と
を
十
分
認
め
た
上
で
、

う
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

実
際
の
発
音
と
し
て
は
、
イ
ウ
は
、
語
頭
で
は
母
音
の

i
u
で
あ
っ
た
で
あ
ら

う
が
、

語
中
語
尾
で
は
字
音
の
場
合
の
み
な
ら
ず
純
粋
の
国
語
(
筆
者
注
目

ヤ
・
ワ
行
の
活
用
語
尾
イ
・
ウ
の
こ
と
)
に
於
て
も
、

.
p
m
の
や
う
に
発
音
せ

ら
れ
て
ゐ
た
か
も
し
れ
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。

こ
れ
は

容
を
も
っ
発
言
と
云
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
右
に
み
て
き
た
字
余
り
の
様
相
か
ら

し
て
、
橋
本
進
吉
の
こ
の
発
言
は
、
充
分
認
め
ら
れ
る
方
向
で
と
ら
え
ら
れ
る

こ
れ
は
広
く
当
時
の
音
芦

及
び
文
字
と
の

わ
り
の
問
題
で
も
あ
る

旋頭歌
手ド :子

余

り り
第

な
し • 

一
/¥ 一 句

第
一/i、
句一
第
四

• 句
第

九 五七
句
第
E 

O / 
、
句

べ
き
で
あ
ろ
う
と
私
は
考
え
る
。

の
で
、
詳
し
く
は
こ
れ
ら
三
者
の
体
系
の
も
と
に
論
じ
る
こ
と
に
し
た
い
。

注(
1
〉
拙
稿
「
に
お
け
る
単
語
連
と
単
語
結
合
体
」
(
『
高
葉
』
第

川
号
)
及
び
そ
の
「
資
料
編
」
(
『
山
手
国
文
論
孜
』
第
1
・
2
号〉、

拙
稿
「
寓
葉
集
・
旋
頭
歌
の
字
余
り
」
(
『
寓
葉
』
第
胤
号
)
参
照
。
な

お
、
古
今
集
に
お
い
て
も
同
じ
よ
う
に
分
間
す
る
こ
と
が
で
き
る
〈
拙

「
の
字
余
り
」
(
『
親
和
国
文
』
第
日
号
)
〉
。

(
注
(

1

)

の

拙

論

(

第

川

号

〉

参

照

〉

(
3
〉
佐
竹
昭
広
「
寓
葉
集
短
歌
字
余
考
」
(
『
文
学
』

M
の
5
)

(

4

)

訓
み
は
桜
側
社
刊
『
高
葉
集
』
に
よ
る
。
以
下
も
閉
じ
。
一
宇
一
音

式
以
外
の
訓
み
で
あ
っ
て
も
特
に
吟
味
し
な
い
場
合
、
同
書
の
訓
み
で

論
を
進
め
る
。
そ
の
よ
う
に
進
め
て
い
っ
て
誤
ま
り
を
お
か
す
も
の
で

は
な
か
ろ
う
と
判
断
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

高
葉
集
ヤ
・
ワ
行
の
音
声

四
七



ヤ
・
ワ
行
の
音
声

四
/¥ 

(

5

)

 

拙

稿

の

字

余

り

句

中

単

独

母

音

二

つ

を

含

む

場

合

|
」
(
『
国
語
と
国
文
学
』
昭
和
国
年
3
月
号
〉

(

6

)

拙
稿
「
寓
葉
集
の
字
余
り
ー
ー
そ
の
ひ
と
つ
の
形
|
|
」
(
『
高
葉
』

第
山
号
)

(
7
)
ω
の
ウ
ウ
ル
の
前
の
ウ
は
助
詞
「
の
」
に
続
く
例
(
体
言
プ
ラ
ス
助

詞
「
の
」
プ
ラ
ス
単
独
母
音
)
で
あ
る
が
、
同
グ
ル
ー
プ
で
こ
れ
ら
は

い

そ

由

う

ら

に

「
熱
帯
併
や
臥
川
勝
」
(
日
・
一
三
ハ
一
一
一
九
、
第
一
句
)
、
「
伊
蘇
能
宇
良
爾
」

う
ま
白
あ
ゆ
み

(
却
・
四
五

O
五
、
第
一
句
)
、
「
馬
之
歩
レ

(
6
・一

O
O二
、
第
一

ひ

し

り

う

句
)
、
「
且
v
b
r
m併
や
島
」
(
初
・
四
四
二
七
、
第
一
句
)
、
「
菱
之
宇

あ

ま

申

、

ひ

L

h
v
h」
(
日
・
三
八
七
六
、
第
三
句
)
、
「
磁
人
之
同
師
」

(
7
・
一
一

ふ

り

う

み

に

九
七
、
第
三
句
〉
、
「
布
勢
乃
海
繭
」
ハ
凶
・
四
一
八
七
、
長
歌
五
音
句
)

の
ご
と
く
字
余
り
で
あ
り
、
似
の
ア
は
助
詞
「
て
」
に
続
く
例
(
助
詞文句

「
て
」
プ
ラ
ス
単
独
母
音
〉
で
あ
る
が
、
や
は
り
同
グ
ル
ー
プ
で
「
佐

き

で

あ

ら

ば

指

一

き

て

い

か

ば

吉
主
安
良
婆
」
(
初
・
四
三

O
三
、
第
三
句
)
、
「
於
伎
豆
伊
可
婆
」

い
き
て
あ
れ
ば

(
U
・
一
二
五
六
七
、
第
一
句
)
、
「
生
而
有
者
」

(
4
・
五
八
一
、
第
一

お

き

て

い

な

ば

お

き

て

あ

ら

ば

句
)
、
「
置
而
伊
奈
婆
」

(
1
・
七
八
、
第
三
句
)
、
「
置
而
有
者
」
(
日
・

三
八
五
一
、
第
三
句
〉
の
ご
と
く
字
余
り
で
あ
る
。

(

8

)

ア
リ
の
ア
は
「
J
に
は
」
に
続
く
単
独
母
音
で
あ
る
。
か
か
る
例
は

き

み

に

は

あ

は

め

ど

刷
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
も
、
「
君
爾
波
相
目
跡
」
(
ロ
・
二
九
二
三
、

と

き

に

は

あ

ら

ね

ど

め

に

第
二
句
)
、
「
時
爾
波
不
レ
有
跡
」

(
3
・
四
四
一
、
第
四
句
)
、
「
目
爾

は

い

ま

だ

み

ず

過

に

は

い

ま

だ

み

白

波
伊
麻
太
見
受
」

(
5
・
八
八
一
ニ
、
第
二
句
)
、
「
目
者
未
レ
見
」

(
7
・

一一

O
五
、
第
二
句
)
の
ご
と
く
字
余
り
を
み
る
。
勿
論
、
同
グ
ル
ー

は

る

に

は

あ

れ

ど

も

し

か

に

は

プ
で
も
「
春
者
難
レ
有
」
(
日
・
一
八
三
八
、
第
五
句
)
、
「
之
可
爾
波

あ

ら

じ

か

や

ど

巴

は

う

晶

ず

て

安
良
司
可
」

(
M
・
四
一

O
七
、
第
五
句
)
、
「
屋
戸
爾
波
不
レ
殖
而
」

た

び

に

は

晶

仇

ど

も

(
日
・
四
一
七
二
、
第
五
句
)
、
「
旅
者
安
礼
十
方
」

(
6
・
九
二
八
、

長
歌
結
句
)
の
ご
と
く
字
余
り
で
あ
る
。
ま
た
、
イ
へ
の
イ
は
ク
五
音

節
め
の
第
二
モ

l
ラ
。
以
下
に
位
置
す
る
単
独
母
音
な
の
で
同
・
制
両

グ
ル
ー
プ
と
も
字
余
り
と
な
る
。
同
グ
ル
ー
プ
の
例
を
挙
げ
れ
ば
、

ぎ

り

な

し

と

い

ふ

「
臨
時
雪
山
」

(
3
・
三
七
、
第
五
句
)
、
「
叩
芸
利
奈
之
等
伊
布
」

L
げ
き
き
み
に
あ
れ

(
却
・
四
四
九
四
、
第
五
句
)
、
「
繁
君
爾
有
」
(
ロ
・
一
三
一
四
、
第

五
句
)
な
ど
で
あ
る
。

(

9

)

土
屋
文
明
『
寓
葉
集
私
注
』
は
、
「
作
意
」
の
と
こ
ろ
で
「
結
句
を

旧
訓
の
如
く
ノ
チ
ノ
ク
イ
ア
リ
と
す
れ
ば
、
一
層
概
念
的
な
歌
に
な
る

か
ら
、
や
は
り
ノ
チ
ク
イ
ニ
ケ
リ
の
方
を
取
る
べ
き
で
あ
る
」
と
述
べ

て
い
る
。

(
叩
)
木
下
正
俊
「
準
不
足
音
句
考
」

集
語
法
の
研
究
』
所
収
。

(
日
)
ヤ
・
ワ
行
の
活
用
語
尾
ユ
・
ヱ
と
は
別
に
、
句
中
の
一
サ
・
叶
又
は
仰
W

が
字
余
り
を
き
た
す
こ
と
の
あ
る
点
に
つ
い
て
は
、
佐
竹
氏
が
字
余
り

法
則
第
二
則

ω
・

ωで
既
に
説
か
れ
て
お
り
(
注

(
3
〉
参
照
〉
、
私

も
こ
の
法
則
に
の
っ
と
っ
て
別
に
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
(
拙
稿
「
高
葉

集
ヤ
・
ワ
行
音
を
含
む
字
余
り
」
小
島
憲
之
博
士
古
稀
記
念
論
文
集
・

発
表
予
定
〉

(
ロ
)
橋
本
進
吉
『
国
語
音
韻
の
研
究
』

性」〔
付
記
〕
本
稿
の
占

を
い
た
だ
い
た
。

(
『
寓
葉
』
第
初
号
)
、
後
、

目『

「
国
語
の

と
母
音
の
特

に
あ
た
り
、

記
し
て
感
謝
の
意
を
表
す
る
。

親
和
女
子
大
学
助
教
授

ヵ、

々
御
教
示



;予 i

i告 I

ー
都
両
・
小
治
田

河
口
|
榊
原
温
泉
(
泊
)

第
二
日
。
榊
原
温
泉
(
午
前
九
時
出
発

)
l能
褒
野
・
日

芸
(
昼
食
〉

l
不
肌
関
祉
|
紫
香
楽
拘
祉
l
宇
治
・
橘
寺
|
京
都
駅
八

条
口
(
午
後
六
時
着
)

道
路
情
況
に
よ
っ
て
、
コ
i
ス
を
変
更
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

参
加
人
員
五
十
名
(
先
着
順
)
定
員
に
達
し
ま
し
た
ら
、
以
後
は
お
断
わ

り
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
費
用
一
万
九
千
円
。

O
懇
親
会
お
よ
び
研
修
旅
行
へ
の
参
加
お
申
し
込
み
は
、
会
費
を
添
え
て
、
学

会
本
部
(
郵
便
振
替
大
阪
二
九
一
四
七
番
高
葉
学
ま
で
。

締
切
八
月
三
十
一
日
。
た
だ
し
、
旅
行
は
定
員
に
達
し
締
切
り
ま
す

の
で
、
お
早
め
に
。

O
会
場
校
京
都
女
子
大
学

-
夏
見
廃
寺
祉
|
青
山
・
阿
保
|

昭

和

五

十

六

年

度

会

当
学
会
昭
和
五
十
六
年
度
大
会
を
、
京
都
女
子
大
学
と
の
共
催
に
よ
り
、

左
記
の
要
領
に
し
た
が
っ
て
開
催
い
た
し
ま
す
。
会
員
諸
氏
の
積
極
的
な
御

参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

一
、
公
開
講
演
会

昭
和
五
十
六
年
十
月
十
七
日
〈
土
〉
午
後
一
時
よ
り
於
京
都
女
子
大
学

七

夕

歌

の

構

造

と

配

列

井

手

至

氏

題

未

定

阪

倉

篤

義

氏

新

古

今

集

と

高

葉

集

谷

山

茂

氏

ニ
、
懇
親
会

十
月
十
七
日
午
後
五
時
よ
り
於
京
都
パ

I
グ
ホ
テ
ル
会
費
五
千
円

三
、
研
究
発
表
会

十
月
十
八
日
(
日
〉
午
前
十
時
J
午
後
四
時
頃
於
京
都
女
子
大
学

研
究
発
表
の
希
望
者
を
募
集
し
ま
す
。
発
表
時
間
二
十
五
分
。

御
希
望
の
方
は
、
七
月
三
十
一
日
ま
で
に
学
会
本
部
ま
で
、
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
題
目
・
氏
名
・
、
要
旨
〈
八
百
字
以
内
)
必
要
。

干
問
京
都
市
東
山
区
今
熊
野
北
日
吉
町
田

国
文
研
究
室
(
五
一
ニ
ア
ー
七
一
一
九
)

清
水
・
芳
賀
研
究
室
(
五
一
三
|
七
一
一
八
)

四、
天
平
十
二
年
聖
武
天
皇
の
行
幸
地
を
た
ど
っ
て

十
月
十
九
日
(
月
)
J十
月
二
十
日
(
火
〉
一
泊
一
一
日

第
一
日
。
京
都
駅
八
条
口
午
前
八
時
四
十
分
集
合
|
久
世
神
社
|
井
堤
寺

壮
l
法

花

寺

野

・

恭

仁

(

昼

食

)

四
九



訂名，̂ 2玄

会
員
名
簿
補
訂

話番号所住名氏

092 831 0934 福岡市西区鳥飼5 4 10 

茨城県新治郡桜村並木4 901 101 

市東山手町1 50 

門真市舟田町7 22 

814 

305 

850 

571 

1丁目 6 29 
徳島市八万町大坪221 1 

合同宿舎大坪住宅9 12 
晴 930-11富山市高屋敷820

910-01福井市天池町

川崎市多摩区東三田211

大阪市平野区平野南4 6一 7

吹田市青山台1丁目 2C16 304 

清水市折戸1，0∞合同

千葉市星久喜町1061

ヴィラ六甲

0886 68 3568 

657 
770 

伊藤康子

大井京子
活水女子短期
大学図書館
河南泰弘

菊川恵三
小山登久

(表示・変更・改姓等を含む〉

博 305 茨城県筑波学園局竹闘3ー777

紀 516 伊勢市桜井町116 63 

那覇市首里挑原町2ー15 1 

百士掛口六甲台町6 27 23 

八尾市八尾東2 32八尾合同宿舎1042
京都市左京区松ケ崎修理式町9 8 

修理式荘内

044 911 7131 

~6 0543 35 6309 

078 882 5988 

214 

424 

657 

547 

565 

280 

903 

常磐短期
大学図書館
永井成徳

仁平道明

平野由起子

一

笹井正
仁愛女子
大学図

興

0729 91 2654 581 
605 

0822 48ー0901730 

東山コーポ106

583 

078 882. 6122 

五
O 011 742. 9384 

弥生荘

美 235 横浜市磯子区

議蜘12福島市松川町浅川
子 111 東京都台東区駒形1. 6ー11 601 

天長マンション

045 753ー7407

松蔭女子十 一
大学図車窓 657 神戸市灘区篠原伯母野山町1 2 -1 

竹中 栄 515-14三重県飯南郡飯南町向粥見568 1 

中村光子 174 東京都板橋区常盤台 1 18 5 

野口嘉生 065 札幌市東区北46条東2ー765
土生田純之 100 東京都千代田区千代田 1 1 

宮内
567  

野

松

島正
王

広島市中区本通9 34 

彦 176 東京都練馬区東大泉町609

英 891-01鹿児島市上福元町1304

羽曳野市埴生野1308

H
R
H
n
f
h
r

向
ザ
へ

命只

1
4
晶
既

茂

0245 48. 5151 2 

宰

伊

粕谷

嘉手刈

神野富

神野志隆光
川辺千鶴子

島
属
生

東
福
附
壬



京都府緩喜郡田辺町大字河原字袖谷9 1 
コーポ田辺108

0134 32 9343 

美久J 11 宮

0822 79 9558 

小樽市繰1丁目24 24 
京都市伏見区津知橋町411ー 1

洋仲伏見ハイツ303
朗 610-11京都市西京区大原野西境谷町2 918 101 

陽 733 広島市南区井口265

047 
612 

出
二尭

~ヒ
ムL

山
口

本

山

村
山

山

横

会
員
名
簿
補
訂

五一



O
気
候
不
順
と
い
い
な
が
ら
も
、
梅
雨
は
確
実
に
訪

れ
て
く
る
よ
う
で
す
。
盛
夏
4

前
に
し
て
の
む
し

暑
き
の
中
、
い
か
が
お
過
し
で
し
ょ
う
か
。

O
本
年
度
の
学
会
の
細
目
が
ほ
ぼ
決
定
し
ま
し
た
。

京
都
女
子
大
の
御
協
力
を
得
て
、
京
洛
の
秋
に
、

皆
様
と
お
逢
い
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
お

り
ま
す
。
講
演
は
、
京
都
女
子
大
学
長
の
谷
山
先

生
、
今
春
京
大
を
退
か
れ
て
い
ま
中
国
に
お
ら
れ

る
阪
倉
先
生
、
そ
れ
に
大
阪
市
大
の
井
手
さ
ん
に

お
願
い
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
旅
行
も
か
な
り

盛
沢
山
な
計
画
で
す
。
お
申
し
込
み
を
早
め
に
、

お
忘
れ
な
き
よ
う
に
。
つ
い
て
は
、
研
究
発
表
会

も
充
実
し
た
も
の
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
奮
っ

て
御
応
募
く
だ
さ
い
。

O
本
号
は
、
や
や
薄
手
に
な
り
ま
し
た
。
日
本
人
の

忙
し
さ
は
世
界
に
定
評
が
で
き
た
よ
う
で
す
が
、

わ
れ
わ
れ
の
仲
間
も
御
多
聞
に
洩
れ
な
い
、
と
い

う
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。
と
は
い
え
、
投
稿
の
多

い
こ
と
は
、
編
集
の
任
に
当
る
者
に
は
、
ほ
ん
と

う
に
有
難
い
こ
と
で
す
。
ど
し
ど
し
よ
い
原
稿
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
投
稿
の
折
に
は
、
御

連
絡
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
も
あ
り
ま
し
ょ
う
か

ら
、
ぜ
ひ
、
御
住
所
、
所
属
の
ほ
か
に
、
電
話
番

号

を

お

さ

る

よ

う

、

お

願

い

し

ま

す

。

(

浅

見

徹

) 記

-
御
投
・
雑
誌
の
御
寄
贈
は
学
会
本
部
あ
て

2
入
会
申
込
み
、
住
所
変
更
・
改
姓
等
の
届
出
、
学
会

費
の
現
金
(
小
切
手
・
小
為
替
)
に
よ
る
納
入
、
本

誌
既
刊
号
の
購
入
等
の
事
務
官
'
項
は
、
す
べ
て
下

記
の
京
都
「
大
地
」
あ
て
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

投

稿

規

定

て
投
稿
資
格
は
会
員
に
限
る
。

て
内
容
は
高
葉
に
関
連
す
る
各
分
野
の
研
究
論

文。
て
分
量
は
原
則
と
し
て
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
三
十

枚
程
度
〈
た
だ
し
「
黄
葉
片
々
」
欄
は
十
枚
以

内)。

て
原
稿
は
一
切
返
却
し
な
い
。
採
否
決
定
は
編
輯

部
に
一
任
の
と
と
。

て
論
文
掲
載
の
場
合
は
、
本
誌
二
部
・
按
刷
二
十

部
を
贈
呈
す
る
。
た
だ
し
、
余
分
に
入
用
の
時

は
、
あ
ら
か
じ
め
申
出
が
あ
れ
ば
実
費
で
こ
れ
に

応
ず
る
。高

葉

串

曾

会

則

一
、
本
会
は
高
葉
皐
曾
と
称
す
る
。

て
高
葉
研
究
者
、
愛
好
者
は
誰
で
も
申
込
み
に
よ

っ
て
会
員
と
な
る
ζ

と
が
で
き
る
。

一
、
員
の
研
究
発
表
機
関
誌
と
し
て
季
刊
「

を
発
行
す
る
。

~ 
お

。

、

一
、
本
会
は
随
時
、
高
葉
に
関
す
る
見
学
旅
行
、
文

献
の
展
観
、
研
究
発
表
会
、
講
習
会
、
講
演
人
i

図
書
の
出
版
、
そ
の
他
を
行
な
ふ
。

一
、
会
員
は
、
年
額
二
千
四
百
円
の
会
費
ハ
誌
代
を

含
む
〉
を
年
度
初
に
納
入
す
る
。

て
本
会
の
事
務
は

大
阪
府
吹
田
市
千
里
山
東
三
丁
目

関
西
大
学
文
学
部
国
文
学
研
究
室
内
(
郵

便
番
号
五
六
四
)

に
お
い
て
行
な
ふ
。

昭
和
五
十
六
年
六
月
二
十
五
日
印
刷

一
昭
和
五
十
六
年
六
月
三
十
日
発
行

干

制

大

阪

府

吹

田

山

東

三

丁

目

一

関
西
大
学
文
学
部
国
文
学
研
究
室
内
一

電
話

(
0
5
三
八
八
l
一一一一一

(
内
線
三
九
四
)
一

集

・

発

行

高

葉

皐

舎

一

代

表

者

小

島

憲

之

振
替
犬
阪
二
九
一
四
七
番
一

泊
京
都
士
左
京
区
静
市
市
原
町
2
0
|八
O

一

発

売

掛

務

一

取

扱

大

地

代
表
者
慶
部
重
症

(
宕
耳
)
七
八
一

1
0
=
o
o

頒
価

六

百

円
印
刷
開
聞
則
合





昭
和
五
十
六
年
六
月

一一一

日
発
行

高

葉

六

送

料

一一
百

円

一
十
円


